
(57)【要約】

【課題】点字判読の可否の如何を問わず視覚障害者に対

し、かご内操作盤のフェースプレートに設けられた各階

への行先階操作ボタンの中から、目的とする行先階操作

ボタンの位置へ案内するエレベータ操作盤を提供するこ

と。

【解決手段】階数を示す数字を凸状１６または凹状１８

に形成した複数の階操作ボタン１２ａ、１２ｂ・・・と

、この階操作ボタンを間隔を置いて配置してなるフェー

スプレート１４と、前記階操作ボタン１２ａ、１２ｂ・

・・の間のフェースプレート面に、この面から突出、ま

たは陥凹して設けられ、前記階操作ボタンの配列に添っ

て案内する触知ガイド１４ａ、１４ｂ・・・とを具備し

て、エレベータの利用者がこれ等の階操作ボタン及び触

知ガイドを辿って、目的の階の階操作ボタンに到達し、

操作することを特徴とするエレベータ操作盤１１。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 階 操 作 ボ タ ン と 、
こ の 階 操 作 ボ タ ン を 間 隔 を 置 い て 配 置 し て な る フ ェ ー ス プ レ ー ト と 、
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 、 こ の 面 か ら 突 出 、 ま た は 陥 凹 し て 設 け ら
れ 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 配 列 に 添 っ て 案 内 す る 触 知 ガ イ ド と を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と
す る エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン は 、 ボ タ ン 表 面 部 に 行 先 階 を 数 字 で 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 し た 階 表 示 を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ３ 】
複 数 の 階 操 作 ボ タ ン と 、
こ の 階 操 作 ボ タ ン を 間 隔 を 置 い て 配 置 し て な る フ ェ ー ス プ レ ー ト と 、
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 近 傍 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 、 こ の 階 操 作 ボ タ ン の 行 先 階 を 数 字 で 凸
状 ま た は 凹 状 に 形 成 し た 階 表 示 と 、
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 、 こ の 面 か ら 突 出 、 ま た は 陥 凹 し て 設 け ら
れ 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 配 列 に 添 っ て 案 内 す る 触 知 ガ イ ド と を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と
す る エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 フ ェ ー ス プ レ ー ト の 上 面 に 、 前 記 複 数 の 階 操 作 ボ タ ン の そ れ ぞ れ の 外 周 を 凸 形 リ ン グ
状 に 囲 む ボ タ ン 枠 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー
タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド を そ れ ぞ れ 照 明 す る
冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ か ら な る 発 光 体 を 備 え て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ
か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 の
階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う に 配 置 さ れ る 突 起 凸 体 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 の
階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 伝 播 す る 波 紋 状 に 高 低 を 繰 り 返 す 隆 起 線 を 有 し て
、 階 順 に 辿 る 部 分 が 尾 根 状 に 周 囲 よ り 高 く 形 成 し た 隆 起 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 操
作 ボ タ ン の 横 を 巡 り 、 こ れ 等 を 階 順 に 連 続 し て 辿 る 帯 状 の 連 続 凸 体 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 操
作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 一 端 部 と 他 の 一
端 部 の 高 さ が 異 な る 傾 斜 突 起 凸 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記
載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 操
作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 一 端 部 と 他 の 一
端 部 の 幅 が 異 な る 楔 状 平 板 凸 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載
の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 １ １ 】
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前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 操
作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 複 数 の 突 起 体 を 配 列 し た 突 起 列 体 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設 け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 は 、 当 該 階 操
作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う に 陥 凹 し て 形 成 さ れ る 凹 溝 体 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ の か ご 室 内 ま た は 乗 場 付 近 の 建 屋 壁 面 に 設 け ら れ 、 乗 降 客 が 行 先 階
を 指 定 す る エ レ ベ ー タ 操 作 盤 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の エ レ ベ ー タ の 行 先 階 を 指 定 す る 操 作 盤 は 、 か ご 室 内 ま た は 乗 場 付 近 の 建 屋 壁 面 に 設
け ら れ る 。 例 え ば 、 従 来 の エ レ ベ ー タ か ご 室 の 内 部 に 設 け ら れ る か ご 内 操 作 盤 は 、 図 １ ２
に 示 す よ う に 、 行 先 階 ボ タ ン １ ２ ２ ａ ～ １ ２ ２ ｄ 及 び 扉 開 閉 ボ タ ン １ ２ ３ な ど の 操 作 ボ タ
ン な ど を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ２ ４ に よ り カ バ ー 蓋 さ れ て 、 か ご 室 １ ２ ０ の 内 壁 、 例
え ば か ご 扉 １ ２ ６ の 横 の リ タ ー ン パ ネ ル １ ２ ７ に 設 け ら る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
エ レ ベ ー タ の 乗 降 客 は 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ２ ４ に 設 け ら れ た 行 先 階 ボ タ ン １ ２ ２ ａ ～ １
２ ２ ｄ 及 び 扉 開 閉 ボ タ ン １ ２ ３ の ボ タ ン キ ャ ッ プ に 表 記 さ れ た 文 字 、 記 号 を 見 て 、 希 望 す
る 行 先 階 が 記 さ れ た 行 先 階 ボ タ ン を 押 し て 、 エ レ ベ ー タ の 着 床 階 を 指 定 し 、 自 動 的 に 行 わ
れ る 扉 １ ２ ６ の 開 閉 を 乗 降 客 自 身 が 操 作 す る 時 に 、 扉 開 閉 ボ タ ン を 押 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
行 先 階 ボ タ ン １ ２ ２ ａ ～ １ ２ ２ ｄ に 表 記 さ れ て い る 行 先 階 が 、 視 覚 障 害 の た め に 見 え な い
人 に 対 応 す る た め に 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ２ ４ の 各 操 作 ボ タ ン の 近 傍 に 、 扉 の 開 、 閉 、 及
び 行 先 の 階 数 を 記 し た 点 字 銘 板 １ ２ ８ ａ ～ １ ２ ８ ｅ が 取 り つ け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 視 覚 障 害 者 の 中 で 点 字 を 読 む こ と が で き る 人 は 少 数 で あ る た め 、 上 に 述 べ た 従 来
の 操 作 ボ タ ン の 近 傍 に 取 り つ け ら れ た 点 字 銘 板 で は 、 視 覚 障 害 者 の 大 多 数 に は 、 指 定 す る
階 や 扉 の 操 作 ボ タ ン を 探 す こ と が 困 難 に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 こ れ 等 の 操 作 ボ タ ン の 配 列 が 意 匠 的 見 地 か ら 決 定 さ れ て お り 、 上 下 あ る い は 左 右 の
列 方 向 、 配 列 数 、 及 び そ の 階 数 並 び の 始 め が 上 下 あ る い は 左 右 の 何 れ か な ど の 様 々 な 配 列
の 設 定 が 製 造 当 業 者 に よ り 種 々 に な さ れ る の で 、 点 字 を 読 む こ と が で き る 視 覚 障 害 者 に と
っ て も 、 乗 っ た エ レ ベ ー タ の か ご 室 、 ま た は 、 乗 場 付 近 の 建 屋 壁 面 の 操 作 ボ タ ン の 配 置 の
タ イ プ の 確 認 を 要 す る 問 題 点 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 は 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 点 字 判 読 の 可 否 の 如 何 を 問 わ ず 視 覚 障
害 者 に 対 し 、 か ご 内 操 作 盤 ま た は 乗 場 付 近 の 操 作 盤 の フ ェ ー ス プ レ ー ト に 設 け ら れ た 各 階
へ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 中 か ら 、 目 的 と す る 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 位 置 へ 迅 速 に 案 内 す る エ
レ ベ ー タ 操 作 盤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 複 数 の 階 操 作 ボ タ ン と 、 こ の 階 操 作 ボ タ ン を 間 隔 を 置 い て
配 置 し て な る フ ェ ー ス プ レ ー ト と 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 、 こ の
面 か ら 突 出 、 ま た は 陥 凹 し て 設 け ら れ 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 配 列 に 添 っ て 案 内 す る 触 知 ガ
イ ド と を 具 備 し て な る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン が 、 ボ タ ン 表 面 部 に 行 先 階 を 数
字 で 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 し た 階 表 示 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 複 数 の 階 操 作 ボ タ ン と 、 こ の 階 操 作 ボ タ ン を 間 隔 を
置 い て 配 置 し て な る フ ェ ー ス プ レ ー ト と 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 近 傍 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面
に 、 こ の 階 操 作 ボ タ ン の 行 先 階 を 数 字 で 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 し た 階 表 示 と 、 前 記 階 操 作
ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 、 こ の 面 か ら 突 出 、 ま た は 陥 凹 し て 設 け ら れ 、 前 記 階
操 作 ボ タ ン の 配 列 に 添 っ て 案 内 す る 触 知 ガ イ ド と を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 フ ェ ー ス プ レ ー ト の 上 面 に 、 前 記 複 数 の 階 操
作 ボ タ ン の そ れ ぞ れ の 外 周 を 凸 形 リ ン グ 状 に 囲 む ボ タ ン 枠 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド を そ れ ぞ れ 照 明 す る 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ か ら な る 発 光 体 を 備 え て 成 る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 の 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る
よ う に 配 置 さ れ る 突 起 凸 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 の 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 伝 播 す る
波 紋 状 に 高 低 を 繰 り 返 す 隆 起 線 を 有 し て 、 階 順 に 辿 る 部 分 が 尾 根 状 に 周 囲 よ り 高 く 形 成 し
た 隆 起 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 操 作 ボ タ ン の 横 を 巡 り 、 こ れ 等 を 階 順 に 連 続 し て 辿
る 帯 状 の 連 続 凸 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う
に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 一 端 部 と 他 の 一 端 部 の 高 さ が 異 な る 傾 斜 突 起 凸 体 で あ る こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う
に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 一 端 部 と 他 の 一 端 部 の 幅 が 異 な る 楔 状 平 板 凸 体 で あ る こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 複 数 の 突 起 体
を 配 列 し た 突 起 列 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 は 、 前 記 階 操 作 ボ タ ン の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト 面 に 設
け ら れ る 触 知 ガ イ ド の 形 状 が 、 当 該 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 延 長 す る よ う
に 陥 凹 し て 形 成 さ れ る 凹 溝 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ は 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 を エ レ ベ ー タ の か ご 室 内 に 設 置 し た エ レ ベ ー タ か ご 内
操 作 盤 の 実 施 形 態 を 示 す か ご 室 の 内 部 の 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 下 に は エ レ ベ ー タ か ご 室 の 内 部 に 設 け ら エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 に よ り 説 明 す る が 、 各
階 の 乗 場 付 近 の 壁 面 に 設 け ら れ 、 乗 場 操 作 盤 も 同 様 の 構 成 で 、 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 を か ご 室 内 に 設 置 し た か ご 内 操 作 盤 １ １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す
よ う に 、 か ご 室 １ の 出 入 り 口 で あ る か ご 扉 ２ ａ 、 ２ ｂ の 左 右 に あ る リ タ ー ン パ ネ ル ３ ａ 、
３ ｂ の 何 れ か 、 若 し く は 両 方 （ 図 示 せ ず ） に 設 け ら れ る 。 ま た 、 車 椅 子 使 用 者 や 子 供 の 乗
降 客 が 操 作 し や す く す る た め に 、 か ご 室 １ を か ご 天 井 ４ 及 び か ご 床 ５ と 共 に 構 成 す る 側 板
６ の 低 い 位 置 に 、 か ご 内 操 作 盤 １ １ （ 図 示 せ ず ） を 追 加 し て 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 １ １ は 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ボ タ ン キ ャ ッ
プ １ ５ 表 面 に 階 数 を 示 す 数 字 １ ６ を 凸 状 に 、 ま た は 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す 、 同 じ く 数 字 １ ８
を 凹 状 に 形 成 し た 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ２
ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・ ・ の 階 順 に こ れ 等 の ボ タ ン の 配 置 を 案 内 し 、 辿 る 凸 状 ま た は 溝 状 の 触 知 ガ
イ ド １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ ・ ・ ・ を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ４ を 備 え る 。 ま た 、 同 図 に は 図 示
し て い な い 他 の 実 施 形 態 で は 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・ ・ の 近 傍 の フ ェ ー ス
プ レ ー ト １ ４ の 上 面 に 、 階 数 を 示 す 数 字 を 凸 状 、 ま た は 凹 状 に 形 成 し て 、 さ ら に 前 記 触 知
ガ イ ド １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ ・ ・ ・ も 設 け る フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 １ １ に は 、 上 記 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・
・ 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ４ の 他 に 、 通 常 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 に 備 え ら れ る 、 例 え
ば 、 か ご 扉 ２ ａ 、 ２ ｂ の 開 閉 を 乗 降 客 が 制 御 す る 扉 操 作 ボ タ ン １ ３ 、 緊 急 時 に エ レ ベ ー タ
か ご の 外 部 と 連 絡 す る イ ン タ ー ホ ン １ ７ 、 保 守 点 検 な ど で 特 殊 な 操 作 を す る た め に 設 け ら
れ る 点 検 部 （ 図 示 せ ず ） な ど の 操 作 盤 の 他 の 装 備 部 が 、 従 来 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 と
同 様 に 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 １ １ は リ タ ー ン パ ネ ル ３ ａ 、 ３ ｂ ま た は 側 板 ６ に 、 か ご
室 に 固 定 さ れ 、 据 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 操 作 盤 の 他 の 実 施 形 態 は 、 上 述 と 同 様 の 、 階 数 を 示 す 数 字 １ ６
を 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 し た 、 ボ タ ン キ ャ ッ プ １ ５ が 突 出 し て い る 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ２
ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・ ・ の 階 順 に こ れ 等 の ボ タ
ン の 配 置 を 案 内 し 、 繋 ぐ 凸 状 ま た は 溝 状 の 触 知 ガ イ ド １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ ・ ・ ・ を 備 え る フ ェ
ー ス プ レ ー ト １ ４ を 備 え て 、 各 階 の 乗 場 付 近 の 建 屋 壁 面 に 固 定 さ れ 、 据 付 け ら れ る 乗 場 操
作 盤 （ 図 示 せ ず ） も 、 上 述 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 と 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 １ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ２ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 階 数 字 が 凸 状 若 し く は 凹 状 に
形 成 さ れ 、 突 出 し た ボ タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、
こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 長 く 配 置 さ れ た 突
起 凸 体 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト ２ ４ に よ り 、 か ご 室
側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル
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に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 １ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 先 ず 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 が 、 エ レ ベ ー タ
の か ご 室 １ に 乗 り 込 み 、 か ご 室 １ の 壁 伝 い 進 む と 、 壁 面 を 構 成 す る の リ タ ー ン パ ネ ル に 設
置 さ れ た か ご 内 操 作 盤 ２ １ の 一 部 に 触 れ る こ と が で き る 。 さ ら に 付 近 を 触 れ る と 、 突 出 し
た 丸 み の あ る 触 感 と 、 直 線 の 突 起 の 触 感 と を 区 別 し て 知 覚 で き て 、 丸 み の あ る 方 の 凸 状 ま
た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 階 数 字 を 指 先 の 触 覚 で 知 覚 す る 。 こ の 知 覚 に よ り 、 行 先 階 操 作 ボ タ
ン ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ・ ・ ・ で あ る こ と と そ の 操 作 ボ タ ン の 指 示 す る 階 も 認 識 で き る 。 こ の 操
作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 こ の 操 作 ボ タ ン に 連 な る 直 線 の 突
起 の 触 感 が す る 突 起 凸 体 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ ・ ・ ・ を 辿 っ て 、 順 次 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ
ン ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 で も 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の
指 示 す る 階 を 認 識 で き る 。 ま た 、 触 知 し て い る 行 先 階 操 作 ボ タ ン 以 外 の 他 の 行 先 階 操 作 ボ
タ ン の 存 在 場 所 を 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 辿 る 方 向 に 配 置 さ れ た 突 起 凸 体 に よ り 簡 単 に
察 知 で き る の で 、 目 的 と す る 階 の 操 作 ボ タ ン に 素 早 く 、 容 易 に 到 達 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 視 覚 に 障 害 の な い 健 常 者 の エ レ ベ ー タ の 乗 降 客 に 対 し て も 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン と そ
の 配 列 順 を 違 和 感 の 無 い 認 知 が で き る 、 意 匠 的 に も 損 な う と こ ろ の 無 い か ご 内 操 作 盤 を 提
供 す る こ と が で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト ２ ４ に 形 成 す る 触 知 ガ イ ド で あ る 突 起 凸 体 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ は 、 両
面 接 着 テ ー プ に よ る 貼 着 、 接 着 剤 に よ る 接 着 、 注 型 金 型 に よ る 注 型 形 成 、 ネ ジ に よ る 固 定
等 の 何 れ に よ り 形 成 し て も 、 上 述 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 ２ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ３ １ は 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 突 出 し た ボ
タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン
３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 伝 播 す る 波 紋 状 に 波 打 つ 繰 り 返 し た 隆 起
線 を 備 え て 、 階 順 に 辿 る 部 分 が 尾 根 状 に 周 囲 よ り 高 く な よ う に 形 成 し た 隆 起 体 ３ ４ ａ 、 ３
４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト ３ ４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保 護
し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
第 ２ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が か ご 内 操 作 盤 ３ １ の 一 部 に 触 れ 、 さ ら に 付 近 を 触
れ る と 、 突 出 し た 丸 み の あ る 触 感 と 、 波 紋 状 に 波 打 つ 隆 起 の 触 感 と を 区 別 し て 知 覚 す る 。
丸 み の あ る 方 の 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 階 数 字 を 指 先 の 触 覚 で 知 覚 し 、 そ の 操 作 ボ タ
ン の 指 示 す る 階 も 認 識 で き る 。 こ の 操 作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合
は 、 こ の 操 作 ボ タ ン に 連 な る 波 紋 状 に 波 打 つ 触 感 の 隆 起 体 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ ・ ・ ・ を 隆 起 の
方 向 に 辿 っ て 、 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 で も 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト の
特 異 な 触 感 で 、 行 先 階 を 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 し た 行 先 階 操 作 ボ タ ン と 、 触 知 し て い る 行
先 階 操 作 ボ タ ン 以 外 の 他 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 存 在 場 所 を 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 辿 る
方 向 に 配 置 さ れ た 隆 起 体 の 連 な り に よ り 簡 単 に 察 知 で き る の で 、 目 的 と す る 階 の 操 作 ボ タ
ン に す ば や く 、 容 易 に 到 達 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
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階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
第 ３ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ４ １ は 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 突 出 し た ボ
タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン
４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ ・ ・ ・ の 横 を 巡 り 、 さ ら に 操 作 ボ タ ン 間 を 連 続 し て 、 階 順 に 辿 る 帯 状 の 連
続 凸 体 ４ ４ ａ の 触 知 ガ イ ド を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト ４ ４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保
護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 ３ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が 、 突 出 し た 丸 み の あ る 触 感 と 、 帯 状 の 連 続 凸 体 の
触 感 と を 区 別 し て 知 覚 で き る 。 行 先 階 操 作 ボ タ ン ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ ・ ・ ・ が 目 的 の 階 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 こ の 操 作 ボ タ ン の 横 を 巡 る 帯 状 の 連 続 凸 体 ４ ４ ａ を 帯 の 連 な
る 方 向 に 辿 っ て 、 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 が 、 凸 状 ま た は 凹 状 に 表 示
さ れ て い る 階 を 認 識 で き 、 さ ら に 、 触 知 し て い る 行 先 階 操 作 ボ タ ン 以 外 の 行 先 階 操 作 ボ タ
ン へ 移 動 す る 時 に 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 辿 る 帯 状 の 凸 体 が 連 続 し て い る の で 、 触 覚 に
よ る 追 従 が 簡 単 に 行 な え て 、 目 的 と す る 階 の 操 作 ボ タ ン に す ば や く 、 容 易 に 到 達 で き る 効
果 が あ る 。 ま た 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 辿 る 帯 状 の 凸 体 が 、 こ の 操 作 ボ タ ン の 横 を 巡 る
よ う に 配 さ れ 囲 む の で 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン を 誤 っ て 押 す こ と を 防 止 す る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
第 ４ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ５ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形
成 さ れ た 突 出 し た ボ タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ
の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 長 く 配 置 さ れ 、 そ れ
ぞ れ の 一 端 部 と 他 の 一 端 部 の 高 さ が 異 な る 上 面 が 傾 斜 し た 突 起 凸 体 ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ ・ ・ ・
の 触 知 ガ イ ド が 形 成 さ れ た フ ェ ー ス プ レ ー ト ５ ４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、
操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。 な お 、 傾
斜 し た 突 起 凸 体 ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ ・ ・ ・ の 傾 斜 の 配 置 の 方 向 を 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う な
、 上 層 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン 側 が 低 い 高 さ と な る よ う に 統 一 し て 傾 斜 し た 突 起 凸 体 の 形 成
を 行 な う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
第 ４ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が 、 か ご 内 操 作 盤 ５ １ の 一 部 に 触 れ 、 さ ら に 付 近 を
触 れ る と 、 突 出 し た 丸 み の あ る 触 感 と 、 直 線 で そ の 端 部 の 高 さ が 異 な る 突 起 の 触 感 と を 区
別 し て 知 覚 す る 。 丸 み の あ る 方 の 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 階 数 字 を 指 先 の 触 覚 で 知 覚
す る 。 こ の 操 作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 例 え ば 、 突 起 凸 体 の
形 成 が 、 上 層 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン 側 が 低 い と 統 一 さ れ て い る こ と を 予 め 知 る 乗 降 客 の 視
覚 障 害 者 が 、 例 え ば 、 さ ら に 上 階 層 を 希 望 す る 時 は 高 い 端 部 が 接 し て い る 突 起 凸 体 の 方 に
目 的 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン が あ る こ と を 承 知 し 、 迅 速 に 傾 斜 し て い る 突 起 凸 体 の 高 い 端 部 を
順 次 触 知 し て 、 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 で も 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の
指 示 す る 階 を 認 識 で き 、 ま た 、 触 知 し て い る 行 先 階 操 作 ボ タ ン に 接 す る ２ つ の 傾 斜 し た 突
起 凸 体 の 高 さ に よ り 、 上 層 階 ま た は 下 層 階 へ の 辿 る 方 向 が 容 易 に 判 別 で き て 、 目 的 と す る
行 先 階 操 作 ボ タ ン に 迅 速 な 到 達 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 視 覚 に 障 害 の な い 健 常 者 の エ レ ベ ー タ の 乗 降 客 に 対 し て も 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン と そ
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の 配 列 順 を 視 覚 的 に 認 知 が で き 、 機 能 的 に も 、 意 匠 的 に も 効 果 の あ る か ご 内 操 作 盤 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ５ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ６ １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形
成 さ れ た 突 出 し た ボ タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ
の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 長 く 配 置 さ れ 、 そ れ
ぞ れ の 一 端 部 と 他 の 一 端 部 の 幅 が 異 な る 楔 状 平 板 凸 体 ６ ４ ａ 、 ６ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド
が 形 成 さ れ た フ ェ ー ス プ レ ー ト ６ ４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、 操 作 盤 の 他 の
装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に あ
っ て も 、 楔 状 平 板 凸 体 ６ ４ ａ 、 ６ ４ ｂ ・ ・ ・ の 楔 形 の 配 置 の 方 向 を 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す
よ う な 、 上 層 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン 側 が 下 層 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン 側 に 比 べ て 狭 い 幅 と な
る よ う に 統 一 し て 楔 状 平 板 凸 体 の 形 成 を 行 な う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
第 ５ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 が 同 じ く 触 感 で 、 行 先
階 操 作 ボ タ ン ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ・ ・ ・ で あ る こ と と そ の 操 作 ボ タ ン の 指 示 す る 階 も 知 覚 で き
る 。 こ の 操 作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 予 め 承 知 し て い る 統 一
さ れ た 楔 状 平 板 凸 体 の 配 置 方 向 か ら 、 乗 降 客 の 視 覚 障 害 者 が 、 触 知 し た ２ つ の 楔 状 平 板 凸
体 の そ れ ぞ れ の 幅 か ら 、 第 ４ の 実 施 形 態 と 同 様 に 辿 る 方 向 を 認 識 し て 、 目 的 の 階 の 行 先 階
操 作 ボ タ ン ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 実 施 形 態 に よ っ て も 、 第 ４ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害
者 が 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 指 示 す る 階 を 認 識 で き 、 上 層 階 ま た は 下 層 階 の 区 別 が 容 易 に 判
別 し て 、 目 的 と す る 行 先 階 操 作 ボ タ ン に 迅 速 な 到 達 が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 視 覚 に 障 害 の な い 健 常 者 の エ レ ベ ー タ の 乗 降 客 に 対 し て 、 第 ４ の 実 施 形 態 よ り も 視
覚 的 に 識 別 し 易 い 幅 の 違 い に よ り 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン と そ の 配 列 順 を 認 知 で き る の で 、 機
能 的 に も 、 意 匠 的 に も 効 果 の あ る か ご 内 操 作 盤 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
第 ６ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ７ １ は 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 行 先 階 操 作
ボ タ ン ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 複
数 の 突 起 体 を 配 列 し た 突 起 列 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー
ト ７ ４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば
片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
第 ６ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が 、 か ご 内 操 作 盤 ７ １ の 一 部 に 触 れ 、 さ ら に 付 近 を
触 れ る と 、 突 出 し た 丸 み の あ る 触 感 と 、 断 続 す る 突 起 体 の 配 列 の 触 感 と を 区 別 し て 知 覚 で
き る 。 丸 み の あ る 方 の 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 階 数 字 を 指 先 の 触 覚 で 知 覚 す る 。 こ の
知 覚 に よ り 、 操 作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 こ の 操 作 ボ タ ン に
連 な る 断 続 す る 突 起 体 の 配 列 の 突 起 列 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ ・ ・ ・ を 配 列 の 方 向 に 辿 っ て 、 目 的
の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 で も 、 階 数 字 を 凸 状 ま た は
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凹 状 に 表 示 す る 行 先 階 操 作 ボ タ ン を 容 易 に 知 覚 で き る 。 ま た 、 触 知 し て い る 行 先 階 操 作 ボ
タ ン 以 外 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 場 所 を 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 間 を 辿 る 方 向 に 配 置 さ れ た 断
続 す る 突 起 体 の 連 な り に よ り 簡 単 に 察 知 で き る の で 、 目 的 と す る 階 の 操 作 ボ タ ン に す ば や
く 、 容 易 に 到 達 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
第 ７ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ８ １ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形
成 さ れ 、 ボ タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階
操 作 ボ タ ン ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 長 く 形 成 さ れ る 凹 溝 ８ ４ ａ 、
８ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト ８ ４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保
護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
第 ７ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が か ご 室 に 乗 り 込 ん で 、 壁 面 を 構 成 す る の リ タ ー ン
パ ネ ル に 設 置 さ れ た か ご 内 操 作 盤 ８ １ の 一 部 に 触 れ る 。 さ ら に 付 近 を 触 れ る と 、 突 出 し た
丸 み の あ る 触 感 と 、 直 線 状 の 窪 み の 触 感 と を 区 別 し て 知 覚 で き て 、 丸 み の あ る 触 感 の 方 に
、 凸 状 ま た は 凹 状 に 形 成 さ れ た 階 数 字 を 指 先 の 触 覚 で 知 覚 す る 。 こ の 知 覚 に よ り 、 行 先 階
操 作 ボ タ ン ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ ・ ・ ・ で あ る こ と と そ の 操 作 ボ タ ン の 指 示 す る 階 数 も 認 識 で き
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ の 操 作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 こ の 操 作 ボ タ ン の 近 傍 に 設
け ら れ た 直 線 の 窪 み の 触 感 が す る 凹 溝 ８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ ・ ・ ・ を 辿 っ て 、 順 次 目 的 の 階 の 行
先 階 操 作 ボ タ ン ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 が 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 指
示 す る 階 を 認 識 で き る 。 ま た 、 触 知 し て い る 行 先 階 操 作 ボ タ ン 以 外 の 目 的 の 行 先 階 操 作 ボ
タ ン を 辿 る 方 向 を 、 凹 溝 に よ り 簡 単 に 察 知 で き る の で 、 目 的 と す る 階 の 操 作 ボ タ ン に 素 早
く 、 容 易 に 到 達 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
な お 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト ８ ４ に 形 成 す る 触 知 ガ イ ド で あ る 凹 溝 ８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ ・ ・ ・ は 、
部 分 切 削 加 工 、 凹 溝 加 工 物 の 嵌 め 込 み 、 注 型 金 型 に よ る 注 型 形 成 等 の 何 れ に よ り 形 成 し て
も 、 上 述 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行 先
階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は
、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
第 ８ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 ９ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 階 数 字 が 凸 状 ま た は 凹 状 に 形
成 さ れ 、 ボ タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン ９ ２ ａ 、 ９ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階
操 作 ボ タ ン ９ ２ ａ 、 ９ ２ ｂ ・ ・ ・ の 外 周 を 囲 む 凸 状 の ボ タ ン 枠 ９ ３ ａ 、 ９ ３ ｂ ・ ・ ・ と 、
こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン ９ ２ ａ 、 ９ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に 長 く 配 置 さ れ た 、
例 え ば 突 起 凸 体 ９ ４ ａ 、 ９ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト ９ ４ に よ り
、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー
ン パ ネ ル に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
第 ８ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が エ レ ベ ー タ の か ご 室 １ に 乗 り 込 み 、 か ご 室 １ の 壁
伝 い 進 む と 、 壁 面 を 構 成 す る の リ タ ー ン パ ネ ル に 設 置 さ れ た か ご 内 操 作 盤 ９ １ の 一 部 に 触
れ る こ と が で き る 。 さ ら に 付 近 を 触 れ る と 、 丸 み の あ る リ ン グ 状 の 枠 、 及 び 中 央 に 凸 体 ま
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た は 凹 状 の 数 字 の ２ つ の 触 感 と 、 直 線 の 突 起 凸 体 の 触 感 と を 知 覚 で き て 、 丸 み の あ る 方 の
凸 体 に 形 成 さ れ た 階 数 字 を 指 先 の 触 覚 で 知 覚 す る 。 こ の と き 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン こ を 囲 む
ボ タ ン 枠 ９ ３ に よ り 、 そ の 内 側 に 有 る 行 先 階 操 作 ボ タ ン を 誤 っ て 押 す こ と 無 く 保 護 し て 、
行 先 階 操 作 ボ タ ン ９ ２ ａ 、 ９ ２ ｂ ・ ・ ・ の 指 示 す る 階 数 も 認 識 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
こ の 操 作 ボ タ ン が 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン で な い 場 合 は 、 こ の 操 作 ボ タ ン に 連 な る 直
線 の 突 起 の 触 感 が す る 突 起 凸 体 ９ ４ ａ 、 ９ ４ ｂ ・ ・ ・ を 順 次 辿 っ て 、 目 的 の 階 の 行 先 階 操
作 ボ タ ン ９ ２ ａ 、 ９ ２ ｂ ・ ・ ・ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 視 覚 障 害 者 で も 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン の
周 囲 に 巡 ら し た 凸 状 ボ タ ン 枠 に よ り 保 護 さ れ て 、 触 知 し て い る 行 先 階 操 作 ボ タ ン を 誤 っ て
押 す こ と が 無 い よ う に で き る 。 ま た 、 他 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 存 在 場 所 を 、 突 起 凸 体 ９ ４
ａ 、 ９ ４ ｂ ・ ・ ・ を 辿 っ て 探 る 場 合 に も 、 ボ タ ン 枠 に よ り 目 的 と し な い 行 先 階 操 作 ボ タ ン
を 誤 っ て 押 す こ と が 無 い の で 、 目 的 と す る 階 の 操 作 ボ タ ン に 素 早 く 、 容 易 に 到 達 で き る 効
果 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 行
先 階 操 作 ボ タ ン 及 び フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド を 斜 め 横 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ
） は 、 Ｚ Ｚ ‘ に お け る フ ェ ー ス プ レ ー ト 及 び 発 光 体 等 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
第 ９ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 １ ０ １ は 、 図 １ ０ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 階 数 字
が 凸 状 に 形 成 さ れ 、 突 出 し た ボ タ ン キ ャ ッ プ を 備 え る 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ０ ２ ａ 、 １ ０ ２
ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ０ ２ ａ 、 １ ０ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階 順 に 辿 る 方 向 に
長 く 配 置 さ れ た 、 例 え ば 突 起 凸 体 １ ０ ４ ａ 、 １ ０ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド と 、 触 知 ガ イ ド
で あ る 突 起 凸 体 １ ０ ４ ａ 、 １ ０ ４ ｂ ・ ・ ・ の 背 面 か ら こ れ を 照 明 す る 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ か
ら な る 発 光 体 １ ０ ５ ａ 、 １ ０ ５ ｂ ・ ・ ・ と を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ０ ４ に よ り 、 か ご
室 側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側 の リ タ ー ン パ ネ
ル に 設 置 さ れ る 。 発 光 体 １ ０ ５ ａ 、 １ ０ ５ ｂ ・ ・ ・ は 、 例 え ば 突 起 凸 体 １ ０ ４ ａ の 背 面 に
ホ ル ダ １ ０ ６ に よ り 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
第 ９ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 先 ず 、 視 覚 障 害 者 が エ レ ベ ー タ の か ご 室 １ に 乗 り 込 み 、 前 述 の
実 施 形 態 の 作 用 と 同 様 に し て 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ ０ ２ ａ 、 １ ０ ２ ｂ ・ ・ ・ で あ る こ と と
そ の 操 作 ボ タ ン の 指 示 す る 階 も 認 識 し 、 順 次 目 的 の 階 の 行 先 階 操 作 ボ タ ン に 到 達 す る 。 触
知 ガ イ ド を 照 明 す る 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ は 、 そ の 管 径 が １ ｍ ｍ か ら ６ ｍ ｍ 程 度 の 細 管 の 照 明
器 で 、 高 輝 度 が 得 ら れ る の で 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト １ ０ ４ に 取 り 付 け て 使 用 し て も 、 行 先 階
操 作 ボ タ ン 及 び 突 起 凸 体 の 触 知 ガ イ ド を 明 る く 照 明 す る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 冷 陰
極 蛍 光 ラ ン プ か ら な る 発 光 体 １ ０ ５ ａ 、 １ ０ ５ ｂ ・ ・ ・ に よ り 、 例 え ば 突 起 凸 体 １ ０ ４ ａ
、 １ ０ ４ ｂ ・ ・ ・ か ら 成 る 触 知 ガ イ ド の そ れ ぞ れ が 明 る く 照 明 さ れ る の で 、 エ レ ベ ー タ を
利 用 す る 視 覚 障 害 者 が 弱 視 者 の よ う に 僅 か な 光 を 感 じ る 乗 降 客 が 利 用 す る 場 合 に 、 突 起 凸
体 の 触 知 ガ イ ド の 位 置 を そ の 背 部 か ら の 光 で 、 認 知 す る こ と が で き て 、 触 知 に よ る 認 知 を
補 助 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 点 字 の 判 読 を 習 熟 し て い な い 弱 視 の 視 覚 障 害 者 が 、 フ ェ ー ス プ レ ー
ト １ ０ ４ に 組 み 込 ん だ 高 輝 度 の 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ に よ り 照 明 さ れ る 触 知 ガ イ ド か ら 発 せ ら
れ る 光 を 認 識 し て 、 触 知 に よ る 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 配 置 場 所 の 認 識 を 補 助 す る の で 、 目 的
と す る 階 の 操 作 ボ タ ン に 素 早 く 、 容 易 に 到 達 で き る 効 果 が あ る 。 ま た 、 健 常 者 の 乗 降 客 に
対 し て も 、 鮮 や か に 照 明 さ れ た か ご 内 操 作 盤 は 、 意 匠 的 に も 好 適 と な る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の
行 先 階 操 作 ボ タ ン と フ ェ ー ス プ レ ー ト の 触 知 ガ イ ド 及 び 階 表 示 を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、
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同 図 （ ｂ ） は 、 同 じ く フ ェ ー ス プ レ ー ト 等 を 斜 め 横 か ら 見 て 、 凹 凸 の 様 子 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
第 １ ０ の 実 施 形 態 の か ご 内 操 作 盤 １ １ １ は 、 図 １ １ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ボ タ
ン キ ャ ッ プ が フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １ ４ の 表 面 と 同 じ 高 さ に 設 け ら れ た 行 先 階 操 作 ボ タ ン １
１ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ ・ ・ ・ と 、 こ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ ・ ・ ・ の 間 を 、 階
順 に 辿 る 方 向 に 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １ ４ に 長 く 配 置 さ れ た 、 例 え ば 突 起 凸 体 １ １ ４ ａ 、
１ １ ４ ｂ ・ ・ ・ の 触 知 ガ イ ド と 、 こ の 触 知 ガ イ ド の 付 さ れ た 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ １ ２ ａ 、
１ １ ２ ｂ ・ ・ ・ と 触 知 ガ イ ド の 間 の フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １ ４ に 当 該 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 行
先 階 を 凸 状 に 形 成 し た 階 数 字 １ １ ５ ａ 、 １ １ ５ ｂ ・ ・ ・ と を 備 え る フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １
４ に よ り 、 か ご 室 側 か ら カ バ ー 保 護 し て 、 操 作 盤 の 他 の 装 備 と 共 に か ご 室 １ の 例 え ば 片 側
の リ タ ー ン パ ネ ル に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
第 １ ０ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 視 覚 障 害 者 が 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １ ４ の 凸 状 の 形 態 を 触 知
し て 、 そ れ が 、 階 数 を 示 す 数 字 １ １ ５ ａ 、 １ １ ５ ｂ ・ ・ ・ 、 或 い は 直 線 的 な ブ ロ ッ ク 及 び
配 列 の 形 態 の 触 知 ガ イ ド １ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ ・ ・ ・ を 識 別 す る 。 触 知 す る 視 覚 障 害 者 は 、
フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １ ４ に 凸 状 に 設 け ら れ た 階 数 字 と 触 知 ガ イ ド の み に 触 れ て 、 目 的 の 階
の 位 置 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
目 的 の 階 の 、 例 え ば 、 階 数 字 １ １ ５ ｂ に 触 れ て い る 視 覚 障 害 者 は 、 触 知 ガ イ ド と 反 対 側 に
あ る 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ １ ２ ｂ に 始 め て 触 れ て 、 行 先 階 を 指 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 視 覚 障 害 者 が 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト １ １ ４ を 触 知 し て 、 触 知 ガ イ ド を
辿 る 時 に 、 全 て の 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ ・ ・ ・ に 触 れ て し ま っ た り 、 誤 っ
て 押 し た り す る こ と 無 く 、 目 的 と す る 階 ま で 、 階 数 字 と 触 知 ガ イ ド を 触 れ て 辿 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 第 ８ の 実 施 形 態 に 示 し た 、 行 先 階 操 作 ボ タ ン １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ ・ ・ ・ に 不 意 に 触
れ る こ と の 無 い よ う に 、 各 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 外 周 を 囲 む 凸 状 の ボ タ ン 枠 を 設 け て 、 こ の
行 先 階 操 作 ボ タ ン １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ ・ ・ ・ を 接 触 セ ン サ タ イ プ の 操 作 ボ タ ン と す る こ と
も で き て 、 軽 い タ ッ チ に よ り 操 作 で き る 、 操 作 性 の 良 い エ レ ベ ー タ 操 作 盤 を 提 供 で き る 利
点 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
上 述 の 各 実 施 形 態 は 、 エ レ ベ ー タ の か ご 室 内 に 設 け ら れ る か ご 内 操 作 盤 を 例 に 説 明 し た が
、 各 実 施 形 態 と 同 様 の 形 態 で 形 成 さ れ る 階 数 字 と 触 知 ガ イ ド を 有 す る フ ェ ー ス プ レ ー ト に
よ る 、 エ レ ベ ー タ の 各 階 の 乗 場 の 建 屋 壁 面 に 設 け ら れ る 乗 場 操 作 盤 も 、 本 発 明 の 目 的 と す
る 、 点 字 判 読 の 可 否 の 如 何 を 問 わ ず 視 覚 障 害 者 に 対 し 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト に 設 け ら れ た 各
階 へ の 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 中 か ら 、 目 的 と す る 行 先 階 操 作 ボ タ ン の 位 置 へ 迅 速 に 案 内 す る
エ レ ベ ー タ 操 作 盤 を 提 供 す る こ と が 同 じ く で き る こ と は 言 う ま で も 無 い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
な お 、 光 源 と し て 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ を 用 い た が 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ 半 導 体 発 光 素 子 ） や 有 機 Ｅ Ｌ （
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ） を 用 い て も 良 く 、 発 光 色 は 白 色 に 限 ら ず 設 置 場 所 、 周 囲 環 境 、
光 量 、 時 刻 、 季 節 等 に 応 じ て 他 の 色 を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る も の
で あ れ ば 光 源 と し て の 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、 有 機 Ｅ Ｌ 等 を 適 当 に ま ぜ て 配 置 し て も
良 い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 は 、 行 先 階 を 指 定 す る 行 先 階
操 作 ボ タ ン の 階 表 示 を ボ タ ン キ ャ ッ プ の 上 面 に 凸 状 に 形 成 し 、 ま た こ れ 等 の 行 先 階 操 作 ボ
タ ン の 間 に 、 階 の 順 に 連 結 す る 凸 状 ま た は 凹 溝 の 触 知 ガ イ ド を 設 け て 、 点 字 判 読 の 可 否 の
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如 何 を 問 わ ず 視 覚 障 害 者 に 対 し 、 か ご 内 操 作 盤 の 行 先 階 ボ タ ン 及 び 凸 状 ま た は 凹 溝 の 触 知
ガ イ ド の 触 感 に よ り 、 目 的 と す る 行 先 階 ボ タ ン の 位 置 へ 案 内 す る こ と が で き る 。 ま た 、 健
常 の 乗 降 客 に 対 し て も 、 本 発 明 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 は 、 ボ タ ン キ ャ ッ プ の 表 示 及 び
行 先 階 操 作 ボ タ ン の 配 列 が 、 視 覚 的 に も 認 識 し や す く な る の で 、 意 匠 的 に も 好 感 を 与 え る
利 点 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の エ レ ベ ー タ か ご 内 操 作 盤 を 設 置 し た か ご 室 の 模 式 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 の 概 念 を 示 す 正 面 図 及 び 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の エ レ ベ ー タ に 設 け ら れ る か ご 内 操 作 盤 を 示 す 概 念 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ２ ０ ・ ・ ・ か ご 室 、
２ ａ 、 ２ ｂ 、 １ ２ ６ ・ ・ ・ か ご 扉 、
３ ａ 、 ３ ｂ 、 １ ２ ７ ・ ・ ・ リ タ ー ン パ ネ ル 、
４ ・ ・ ・ か ご 天 井 、
５ ・ ・ ・ か ご 床 、
６ 、 １ ２ ５ ・ ・ ・ 側 板 、
１ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １ 、 ７ １ 、 ８ １ ， ９ １ 、 １ ０ １ 、 １ １ １ ・ ・ ・ か ご 内
操 作 盤 、
１ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 、 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ 、 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ 、
６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ 、 ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ 、 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ 、 ９ ２ ａ 、 ９ ２ ｂ 、 １ ０ ２ ａ 、 １ ０ ２
ｂ 、 １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ ・ ・ ・ 行 先 階 操 作 ボ タ ン 、
１ ３ 、 １ ２ ３ ・ ・ ・ か ご 扉 開 閉 操 作 ボ タ ン 、
１ ４ 、 ２ ４ 、 ３ ４ 、 ４ ４ 、 ５ ４ 、 ６ ４ 、 ７ ４ 、 ８ ４ 、 ９ ４ 、 １ ０ ４ 、 １ １ ４ ・ ・ ・ フ ェ ー
ス プ レ ー ト 、
１ ４ ａ 、 １ ４ ｂ ・ ・ ・ 触 知 ガ イ ド 、
１ ５ ・ ・ ・ ボ タ ン キ ャ ッ プ 、
１ ６ ・ ・ ・ 凸 状 の 階 数 字 、
１ ７ ・ ・ ・ イ ン タ ー ホ ー ン 、
１ ８ ・ ・ ・ 凹 状 の 階 数 字 、
２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ ， ９ ４ ａ 、 ９ ４ ｂ 、 １ ０ ４ ａ 、 １ ０ ４ ｂ 、 １ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ ・ ・ ・ 突 起
凸 体 、
３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ ・ ・ ・ 隆 起 体 、
４ ４ ａ ・ ・ ・ 帯 状 の 連 続 凸 体 、
５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ ・ ・ ・ 傾 斜 し た 突 起 凸 体 、
６ ４ ａ 、 ６ ４ ｂ ・ ・ ・ 楔 状 平 板 凸 体 、
７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ ・ ・ ・ 突 起 列 、
８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ ・ ・ ・ 凹 溝 、
９ ３ ａ 、 ９ ３ ｂ ・ ・ ・ ボ タ ン 枠 、
１ ０ ５ ａ ・ ・ ・ 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ 、
１ ０ ６ ・ ・ ・ ホ ル ダ 、
１ １ ５ ａ 、 １ １ ５ ｂ ・ ・ ・ 階 数 字 、
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１ ２ １ ・ ・ ・ か ご 内 操 作 盤 、
１ ２ ２ ａ ～ １ ２ ２ ｄ ・ ・ ・ 行 先 階 ボ タ ン 、
１ ２ ８ ａ ～ １ ２ ８ ｅ ・ ・ ・ 点 字 銘 板 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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